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【東日本大震災】 

2011 年３月 11 日 14 時 46 分、三陸沖を震源とするマグニ 

チュード 9.0 の巨大地震が発生しました。太平洋側を中心に 

激しく揺れ、最大震度７、最大津波高 10ｍ以上、死者・行方 

不明者数は２万人以上と甚大な被害をもたらしました。 

この震災による犠牲者の約９割が、津波による溺死や津波 

により流れてきた建物のがれき等の漂流物が衝突したことに 

よる全身打撲や圧死によるものと言われています。 
 

【震災による避難時の教訓】 

東日本大震災では津波による被害が多かったことから、次の３点が避難時の教訓

とされています。 
 

① できるだけ早く、できるだけ高いところへ避難する 

② 一度避難をしたら戻らない 

③ 日頃の備え、訓練が命を繋ぐ 
 

 日頃の備えの有無や避難開始時間の違いで、津波が到達するまでに安全な場所へ

避難できていた人の割合が変わってくることが報告されています。日頃の備えとは、

家屋の倒壊や家具の下敷きになり逃げ遅れてしまうのを未然に防ぐための、住宅の

耐震化や家具等の固定、津波一時避難場所の確認、防災勉強会への参加、避難訓練の

実施等があげられます。 
 

【南海トラフ地震への備え】 

 今後 30 年以内に 70～80％の確率で発生が予想されている南海トラフ地震による

愛南町の被害想定は、建物の全・半壊棟数約 1,350 戸、死者数約 1,300 人にも及ぶ

とされています。「愛媛県地震被害想定調査結果最終報告より」 

 愛南町では、防災学習出前講座をはじめ、住宅の耐震化、家具転倒防止器具や緊急

避難時持出用品セットの購入に係る補助を行っております。東日本大震災を教訓に、

南海トラフ地震への備えとしてできることから取り組みましょう。 

3 月 11 日は東日本大震災が発生した日です。 


